
（法第28条第１項関係様式例）※事業報告書等提出用 
 

2023年 度 事 業 報 告 書 

2023年4月1日から2024年3月31日まで 

 

（NPO法人こどもの未来をかんがえる会） 

 

１  事業の成果 

信濃境駅前の「カフェ＆スペースひこうせん」において、週３日こどもの居場所として、

開放し、子どもたちの学びと交流の場を提供している他、月１回のアートセラピーを開催し

こどもたちの表現力、創造力を育む場づくりを行い、多くの子供たちの多様な学びを支援す

ることができるようになった。また、平日昼間のこどもの居場所づくり「せんすいかん」も

2023年12月まで開催した。 

こどもの居場所づくりにあたっては、高森文庫やヤッホー自然学校など地域の団体とも連

携した多様な学びの場を提供することができた。夏休みは通常の居場所ではなく、全町のこ

ども向けイベントを開いた。また、富士見町更生保護女性会等と連携してサマーこども＆ユ

ースフェスを開催し、健康的な食等を提供するイベントを開催した。中高生など10代の居場

所を立ち上げるべく、中高生の意見を聞くワークショップ、諏訪東京理科大生と連携したイ

ベントの開催などの準備を行った。 

また、食を通じた地域の多世代の居場所づくりを目指して、１ヵ月に２回、ひこうせん食

堂を開催した。地域の方々からの寄付や諏訪圏域子ども応援プラットフォームを通じて企業

等からの食の寄付を活用しながら、心のこもった食事を提供した。 

カフェ・キッチンスペースを会員に貸し出し、シェアカフェとして地域の人々にこだわり

の食と居場所を提供した。富士見町から委託を受け、必要とするこどもにお弁当を届けるこ

とで温かく見守る事業を遂行することができた。 

さらに、商工会と合同会社きざしと連携をし、「富士見まちづくりラボ」として、学びの

場づくり、富士見高校の総合学習支援、協働農園プロジェクト、富士見町の人・もの・こと

をつなげる魅力発信アプリ「やつリンク」の開発・運用、地球温暖化ワークショップ、５０

年の森のビジョンづくりに向けた勉強会の開催等を行った。 

 

２  事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実

施日時 

(B)当該事業の実

施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象

者の範囲 

(E)人数 

事業費の 

金  額 

(単位：千円) 

① 子ども、

若者、女

性等多世

代の居場

所 づ く

り、交流

等事業 

「カフェ&スペース飛行船」・

での以下の居場所づくりを行

った。 

・放課後のこどもの居場所「ひ

こうせん」昼間の居場所「せ

んすいかん」づくり 

 

・アートセラピーワークショ

ひこうせん/せん

すいかん 

(A)月、水、木、金 

(B)カフェ＆スペ

ースひこうせん等 

(C)10名 

アトリエはなうた 

(A)第３木 

ひこうせん 

(D)富士見町

等のこども 

(E) 延 べ  

120 回  1131

名 

アトリエはな

うた  50 名 

10,262,502

円の内数 



ップ「アトリエはなうた」 

 

 

・地域の高齢者など多世代の

居場所「みんなのえんがわ」 

 

 

 

 

 

富士見駅前でのユースセンタ

ーの立ち上げ準備や中高生向

けのイベントを行った 

(B)カフェ＆スペ

ースひこうせん 

(C)2名 

えんがわ 

(A)第１・３木 

(B)カフェ＆スペ

ースひこうせん 

(C) ７名 

 

(A)5月より開始 

(B)教育振興会館

等 

(C) 7名 

(D)富士見町

等のこども 

(E) 50名 

えんがわ 

(D)富士見町

等の障がい

者・高齢者 

(E)24 回 247   

名 

 

② 食等を通

じたまち

づくり事

業 

ⅰ シェアカフェとして会員

に場所を貸し出し、カフ

ェ・レストランを行った。 

ⅱ 富士見町から委託を受

け、必要なこどもたちにお

弁当を届ける見守り弁当事

業を行った。 

ⅲ ひこうせん食堂を開催

し、食を通じた地域の多世

代の居場所づくりを行っ

た。 

ⅰ(A)週 3日程度 

(B)カフェ＆スペ

ースひこうせん 

(C)5名 

ⅱ(A)週２日 

(B)カフェ＆スペ

ースひこうせん 

(C)10名 

 

ⅲ(A)月２日 

(B)カフェ＆スペ

ースひこうせん 

(C) 20名 

ⅰ(D)八ヶ岳

山麓の住民、

富士見町のこ

ど も た ち

(E)20名（週） 

ⅱ(D)富士見

町のこども 

(E)2 名～ 10

名（１回） 

ⅲ(D)富士見

町等の親子、

高齢者 

(E)  24 回  

2481名 

 

 

  

1,854,330   

円 

③ 持続可能

な地域づ

くりに関

する事業 

ⅰ 生活用品のリサイクル事

業を行った。 

ⅱ 富士見まちづくりラボと

して、学びの場づくり、協

働農園、アプリ開発・運用、

温暖化ワークショップ等を

行った。 

ⅰ(A)常設週３日

程度、町内のイベ

ントに合わせた 

バザーの開催 

(B)常設はカフェ

＆スペースひこう

せん バザーは縄

文ハロウィン 

(C)5名 

ⅱ(A)随時 

(B)カフェ＆スペ

ースひこうせん等

富士見町各所 

(C)10名 

ⅰ(D)富士見

町の住民 

(E)献品協力

のべ 100名利

用者のべ 500

名 

ⅱ(D)八ヶ岳

山麓住民 

(E)100名 

 

 

 

8,510,384 円

の内数 

 

(2) その他の事業（特定非営利活動に係る事業以外の事業） 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

事業費の 

金  額 

(単位：千円) 

    



 
 


